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は
じ
め
に

尾
形
亀
之
助
は
第
二
詩
集
『
雨
に
な
る
朝
』（
誠
志
堂
、
一
九
二
九
年
五
月
）

の
「
後
記
」
に
、

こ
こ
に
集
め
た
詩
篇
は
四
五
篇
を
の
ぞ
く
他
は
一
昨
年
の
作
品
な
の

で
、
今
に
な
つ
て
み
る
と
な
ん
と
な
く
古
く
さ
い
。
去
年
は
二
三
篇

し
か
詩
作
を
し
な
か
つ
た
。

と
記
し
て
い
る
。
尾
形
の
妻
、
優
も
ま
た
当
時
の
尾
形
に
つ
い
て
、

昭
和
四
年
五
月
、
第
二
詩
集
「
雨
に
な
る
朝
」
を
刊
行
致
し
ま
し
た
。

そ
の
前
年
の
年
の
暮
、
私
は
彼
と
一
緒
に
暮
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た

が
、
そ
の
頃
か
ら
彼
は
次
第
に
詩
作
し
な
く
な
り
、
多
く
の
詩
友
と

も
故
意
に
遠
ざ
か
つ
て
行
き
ま
し
た
。(

『
現
代
日
本
詩
人
全
集

』
創

12

元
社
、
一
九
五
四
年
四
月
）

と
、
述
べ
て
お
り
、
『
雨
に
な
る
朝
』
刊
行
時
の
尾
形
が
盛
ん
に
詩
を
書

い
て
い
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
『
色
ガ
ラ
ス
の
街
』（
恵

尾
形
亀
之
助
著
作
目
録

岩

下

祥

子

IW
A
S
H
IT
A

S
h
o
k
o

風
館
、
一
九
二
四
年
十
一
月
）
刊
行
後
か
ら
『
雨
に
な
る
朝
』
の
刊
行
ま
で
の

間
は
、
尾
形
の
詩
が
多
く
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
尾
形
や
優
の
言
葉

の
み
で
は
、
詩
作
の
実
体
が
摑
み
得
な
い
。
他
の
時
期
に
お
い
て
も
同
様

で
、
詩
誌
の
掲
載
状
況
と
詩
人
の
詩
作
の
状
況
と
を
照
ら
し
合
わ
せ
る
こ

と
が
尾
形
の
詩
作
を
考
え
る
上
で
必
要
な
の
で
あ
る
。

ま
た
、
尾
形
の
詩
の
詩
想
を
明
ら
か
に
す
る
際
の
大
き
な
手
が
か
り
と

し
て
詩
型
の
問
題
が
挙
げ
ら
れ
る
。
『
雨
に
な
る
朝
』
に
収
録
さ
れ
た
作

品
は
短
い
行
分
け
詩
で
書
か
れ
、
翌
一
九
三
〇
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
障
子

の
あ
る
家
』（
私
家
版
、
一
九
三
〇
年
九
月
）
は
全
篇
散
文
詩
で
書
か
れ
て
お

り
、
詩
集
の
み
に
目
を
向
け
る
と
、
こ
の
一
年
に
詩
型
の
移
行
が
凝
縮
さ

れ
て
い
る
と
目
さ
れ
か
ね
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
尾
形
の
詩
へ
の
意
識
を

確
認
す
る
た
め
に
も
、
著
作
を
発
表
年
ご
と
に
整
理
す
る
こ
と
は
重
要
で

あ
る
と
考
え
、
目
録
作
成
に
至
っ
た
。

今
回
、
目
録
を
作
成
す
る
に
当
た
り
、
一
つ
の
作
品
を
初
出
、
再
出
、

詩
集
収
録
、
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
所
の
都
度
に
明
記
し
発
表
年
順
に
列
挙
し
た
。

本
稿
で
は
著
作
目
録
の
発
表
に
と
ど
ま
り
、
論
考
は
稿
を
改
め
る
が
、
作

成
し
た
目
録
中
、
備
考
欄
の
空
白
部
が
確
然
と
減
る
こ
と
か
ら
も
『
雨
に

な
る
朝
』
、『
障
子
の
あ
る
家
』
に
は
書
き
下
ろ
し
の
作
品
が
少
な
い
こ
と

が
判
然
と
す
る
。
前
掲
の
尾
形
の
「
後
記
」
が
詩
集
刊
行
と
作
品
執
筆
の

時
期
の
ズ
レ
を
語
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、『
雨
に
な
る
朝
』

の
作
品
は
殆
ど
が
一
九
二
六
年
か
ら
一
九
二
八
年
に
発
表
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
散
文
詩
型
に
つ
い
て
は
『
障
子
の
あ
る
家
』
中
の
作
品
が
印
象
深
い

た
め
、
詩
集
刊
行
年
を
区
切
り
と
す
る
と
一
九
三
〇
年
以
降
の
詩
作
に
用

い
ら
れ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
が
、
実
際
は
『
雨
に
な
る
朝
』
刊
行
前
に
「
学



校
」
に
発
表
さ
れ
た
「
五
百
七
十
九
番
地
」
「
二
月
」
等
は
散
文
詩
型
で

あ
り
、
『
障
子
の
あ
る
家
』
中
の
数
篇
の
作
品
は
一
九
二
九
年
時
に
発
表

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
こ
で
改
め
て
、
『
雨
に
な
る
朝
』
の
刊

行
が
『
障
子
の
あ
る
家
』
を
書
く
尾
形
に
と
っ
て
「
厭
は
し
い
思
ひ
」（
前

掲
「
後
記
」『
雨
に
な
る
朝
』）
で
あ
っ
た
こ
と
が
納
得
さ
れ
る
。

『
尾
形
亀
之
助
全
集
』
は
『
尾
形
亀
之
助
全
集
』（
思
潮
社
、
一
九
七
〇
年

九
月
）
、『
尾
形
亀
之
助
全
集
』
増
補
改
訂
版
（
思
潮
社
、
一
九
九
九
年
十
二
月
、

以
下
両
全
集
を
指
す
場
合
は
『
全
集
』
と
略
記
し
、
区
別
す
る
場
合
は
一
九
七
〇
年
版
、

増
補
改
訂
版
と
付
す
。
）
の
二
冊
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
『
全
集
』
を
編
纂
し

た
秋
元
潔
は
二
〇
〇
八
年
に
他
界
し
た
。
秋
元
は
『
尾
形
亀
之
助
論
』（
七

月
堂
、
一
九
九
五
年
八
月
）
の
「
お
わ
り
に
」
に
お
い
て
「
全
著
作
目
録
を

最
後
に
つ
け
く
わ
え
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
」
を
心
残
り
の
一
つ
と
し
て
挙

げ
、
「
こ
れ
か
ら
尾
形
研
究
を
な
さ
る
奇
特
な
人
」
に
目
録
作
成
を
託
し

て
い
る
。
増
補
改
訂
版
『
全
集
』
は
『
尾
形
亀
之
助
論
』
以
後
に
刊
行
さ

れ
て
お
り
、
秋
元
は
、
一
九
七
〇
年
版
『
全
集
』
か
ら
洩
れ
て
い
た
尾
形

の
著
作
を
増
補
改
訂
版
『
全
集
』
に
多
く
収
録
し
た
。
し
か
し
、
増
補
改

訂
版
『
全
集
』
の
刊
行
か
ら
年
月
を
経
て
、
新
た
な
『
全
集
』
未
収
録
資

料
も
発
見
さ
れ
て
い
る
。
今
回
発
表
す
る
「
尾
形
亀
之
助
著
作
目
録
」
は
、

尾
形
を
考
察
す
る
上
で
不
可
欠
で
あ
る
年
代
別
に
作
品
の
発
表
を
把
握
す

る
こ
と
と
、
『
全
集
』
未
収
録
資
料
を
反
映
し
た
著
作
の
整
理
を
行
う
こ

と
を
目
的
と
し
て
作
成
し
た
。
尾
形
は
同
じ
作
品
を
、
掲
載
誌
を
変
え
て

複
数
回
発
表
し
て
い
る
。
目
録
作
成
後
尚
感
じ
ら
れ
る
こ
と
は
、
異
文
、

改
題
、
改
稿
の
多
さ
に
見
ら
れ
る
、
作
品
へ
の
執
着
で
あ
る
。
こ
の
点
が

「
詩
」
へ
の
執
着
と
如
何
に
結
び
つ
く
の
か
、
今
後
改
め
て
考
察
し
た
い
。

以
下
、
「
凡
例
」
に
続
き
、「
尾
形
亀
之
助
著
作
目
録
」
を
発
表
す
る
。

凡
例

一
、
こ
の
目
録
は
『
尾
形
亀
之
助
全
集
』（
思
潮
社
、
一
九
七
〇
年
九
月
）
、
『
尾
形
亀
之
助
全
集
』
増
補
改
訂
版
（
思
潮
社
、
一
九
九
九
年
十
二
月
）
を
基
に
、
収
集

可
能
な
『
全
集
』
未
収
録
作
品
と
と
も
に
、
尾
形
亀
之
助
の
著
作
を
発
表
年
月
順
に
配
列
し
た
も
の
で
あ
る
。『
全
集
』
未
収
録
作
品
は
「
★
」
を
付

し
備
考
欄
に
記
し
た
。

一
、
作
品
の
改
稿
や
異
文
に
つ
い
て
は
『
全
集
』
に
お
け
る
秋
元
潔
氏
の
「
編
注
」
を
参
照
し
、
可
能
な
限
り
作
品
を
確
認
し
た
上
で
転
記
し
た
。
し
か

し
作
成
者
が
確
認
し
得
な
か
っ
た
掲
載
誌
、
刊
行
物
も
あ
り
、
そ
れ
ら
は
「
掲
載
誌
」
欄
の
誌
名
・
書
名
の
下
に
「
☆
」
を
付
し
て
い
る
。
「
改
稿
」

と
「
異
文
」
に
つ
い
て
は
、
言
葉
が
著
し
く
凝
縮
さ
れ
て
い
た
り
、
行
数
の
大
幅
な
削
減
が
見
ら
れ
た
際
「
改
稿
」
と
し
、
語
尾
の
変
化
、
語
の
削

除
や
挿
入
な
ど
、
比
較
的
変
更
が
少
な
い
場
合
を
「
異
文
」
と
し
て
お
り
、
作
品
を
確
認
し
た
上
、
秋
元
氏
の
『
全
集
』
編
注
に
倣
っ
て
い
る
。

一
、
今
回
の
目
録
作
成
に
当
た
り
、
絵
画
、
図
録
は
対
象
外
と
し
、
尾
形
の
生
前
の
著
作
物
の
み
に
対
象
限
定
し
た
。
従
っ
て
、
一
九
四
二
年
十
二
月
二



日
の
尾
形
の
没
後
に
刊
行
さ
れ
た
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
等
も
対
象
外
と
し
て
い
る
。

一
、
複
数
の
作
品
が
同
一
の
雑
誌
巻
号
に
発
表
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
一
作
品
に
の
み
掲
載
誌
巻
号
を
記
し
、
あ
と
の
「
掲
載
誌
」
欄
は
前
に
倣
う
意
で

空
白
と
し
た
。

一
、
一
作
品
を
そ
の
ま
ま
、
或
い
は
改
題
・
改
稿
し
、
複
数
回
発
表
し
て
い
る
も
の
は
、
そ
の
都
度
、
発
表
年
月
の
目
録
に
入
れ
た
。
し
か
し
備
考
欄
に

お
け
る
、
再
出
、
収
録
、
所
収
、
改
題
、
異
文
に
つ
い
て
の
説
明
は
そ
の
作
品
の
初
出
時
に
の
み
記
し
、
初
出
以
後
の
箇
所
で
は
初
出
の
み
を
示
し

て
い
る
。

一
、
作
品
を
読
解
し
た
上
で
『
全
集
』
で
の
類
別
を
参
照
し
、
詩
、
短
歌
、
小
品
、
物
語
、
随
筆
、
評
論
、
詩
集
評
、
シ
ナ
リ
オ
、
映
画
評
、
詞
華
集
評
、

ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
に
分
け
た
。
詩
と
、
雑
誌
の
「
編
輯
後
記
」
以
外
の
作
品
に
は
作
品
名
の
上
に
ポ
イ
ン
ト
を
下
げ
太
字
で
作
品
の
部
類
を
記
載
し

た
。

一
、
「
備
考
」
で
掲
載
さ
れ
た
刊
行
物
を
示
す
際
は
個
々
に
年
月
を
記
し
た
。
た
だ
し
、
尾
形
の
三
冊
の
詩
集
『
色
ガ
ラ
ス
の
街
』
、『
雨
に
な
る
朝
』『
障

子
の
あ
る
家
』
の
刊
行
年
月
は
省
略
し
た
。

一
、
目
録
中
、
小
字
の
丸
括
弧
は
作
成
者
の
注
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
は
作
品
名
の
一
部
で
あ
る
。

一
、
仮
名
遣
い
、
お
ど
り
字
な
ど
は
そ
の
ま
ま
に
し
、
旧
漢
字
は
新
漢
字
に
改
め
た
。

な
お
、
本
目
録
は
作
品
の
初
出
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
紙
誌
の
す
べ
て
を
探
し
得
て
い
な
い
な
ど
、
十
分
な
一
覧
表
と
は
な
り
え
て
い
な
い
。
不
備
や

遺
漏
を
ご
教
示
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

《
尾
形
亀
之
助
著
作
目
録
》

年
月

作
品

掲
載
誌

備
考

一
九
一
九
年
二
月

短
歌

日
に
の
ぼ
る

「FU
M
IE

〈
踏
絵
〉」
第
一
輯
☆

三
月

PO
W
E
R

「FU
M
IE

〈
踏
絵
〉」
第
二
輯
☆

短
歌

踏
絵
第
一
回
短
歌
会
詠
草
（
三
十
日
）

掲
載
誌
不
明
☆

四
月

短
歌

花
日
記

「FU
M
IE

〈
踏
絵
〉」
第
三
輯
☆



五
月

短
歌

踏
絵
第
二
回
短
歌
会
詠
草
（
四
日
）

掲
載
誌
不
明
☆

短
歌

踏
絵
第
三
回
短
歌
会
詠
草
（
二
十
九
日
）

掲
載
誌
不
明
☆

六
月

短
歌

ふ
た
つ
の
命

「F
U
M
IE

〈
踏
絵
〉」
第
四
輯
☆

七
月

短
歌

平
和
の
ま
つ
り
に

「FU
M
IE

〈
踏
絵
〉」
第
四
輯

☆
(1)

一
九
二
〇
年
八
月

短
歌

冬

「
玄
土
」
創
刊
号

短
歌

短
歌
会
詠
草

十
一
月

短
歌

鯉
ぬ
す
み

「
玄
土
」
十
一
月
号

一
九
二
二
年
四
月

若
い
ふ
た
り
も
の

「
玄
土
」
第
三
巻
第
四
号

春
の
あ
る
日

五
月

死

「
玄
土
」
第
三
巻
第
五
号
☆

六
月

随
筆

其
の
夜
の
印
象

「
玄
土
」
第
三
巻
第
六
号
☆

八
月

題
の
な
い
詩

「
玄
土
」
第
三
巻
第
八
号

一
ぽ
ん
の
や
ぐ
る
ま
草

あ
る
詩

★
『
全
集
』
未
収
録
。

六
月

★
『
全
集
』
未
収
録
。

無
題

「
小
石
川
の
風
景
詩
」
と
改
題
、『
色

ガ
ラ
ス
の
街
』
収
録
。
異
文
あ
り
。

随
筆

洋
画
展
覧
会
の
記

日
付
は
一
九
二
二
年
六
月
二
十
七
日
。

九
月

昼

「
玄
土
」
第
三
巻
第
九
号
☆

『
色
ガ
ラ
ス
の
街
』
収
録
。
異
文
あ

り
。

随
筆

旅
を
し
た
あ
と

日
付
は
一
九
二
二
年
八
月
十
二
日
。

十
月

さ
び
し
い
路

「
玄
土
」
第
三
巻
第
十
号
☆

「
白
い
路
」
と
改
題
、『
色
ガ
ラ
ス
の



街
』
収
録
。
異
文
あ
り
。

初
秋

日
付
は
一
九
二
二
年
九
月
三
日
。

カ
フ
エ
ー
の
一
と
こ
ろ

十
二
月

嵐
の
ば
あ
さ
ん

「
玄
土
」
第
三
巻
第
十
二
号
☆

日
付
は
一
九
二
二
年
八
月
。

一
九
二
三
年
四
月

手

「
詩
人
」
四
月
号

颶
風
の
日

「
五
月
」
と
改
題
、『
色
ガ
ラ
ス
の

街
』
収
録
。
異
文
あ
り
。

一
九
二
四
年
一
月

酒
場
か
ら

「
上
州
新
報
」（
一
日
）
☆

六
月

曇
天

『
詩
集
左
翼
戦
線
大
正
十
二
年
版
』

『
色
ガ
ラ
ス
の
街
』
収
録
。
異
文
あ

（
日
本
詩
人
協
会
）

り
。

俺酒
場

無
題

一
九
二
五
年
十
月

恋

「
抒
情
詩
歌
」
創
刊
号

★
『
全
集
』
未
収
録
。

十
一
月

序
の
一

り
ん
て
ん
機
と
ア
ル
コ
ポ
ン

詩
集
『
色
ガ
ラ
ス
の
街
』（
恵
風
館
）

序
の
二

煙
草
は
私
の
旅
び
と
で
あ
る

八
角
時
計

明
る
い
夜

散
歩

音
の
し
な
い
昼
の
風
景

十
二
月
の
無
題
詩



春
（
春
に
な
つ
て
私
の
心
は
よ
く
な
ま
け
て
ゐ
る
）

題
の
な
い
詩

夜
の
庭
へ
墜
ち
た
煙
草
の
吸
ひ
が
ら

昼
の
部
屋

夜
半

私
は
眼
さ
め
て
ゐ
る

煙
草

昼
ち
よ
つ
と
前
で
す

秋病
気

寂
し
す
ぎ
る

猫
の
眼
月

隣
の
死
に
そ
う
な
老
人

あ
る
来
訪
者
へ
の
接
待

一
本
の
桔
梗
を
見
る

昼
の
雨

曇
天

初
出
『
詩
集
左
翼
戦
線
』（
一
九
二
四

年
六
月
）
。

月
が
落
ち
て
ゆ
く

彼
は
待
つ
て
ゐ
る

螻
蛄
が
這
入
つ
て
来
た

春天
国
は
高
い

私

私
は
そ
の
と
き
朝
の
紅
茶
を
飲
ん
で
ゐ
た

私
は
待
つ
時
間
の
中
に
這
入
つ
て
ゐ
る



春
の
街
の
飾
窓

犬
の
影
が
私
の
心
に
写
つ
て
ゐ
る

五
月
の
花
婿

無
題
詩

十
二
月
の
路

五
月

初
出
「
詩
人
」
四
月
号(

一
九
二
三
年
四

月
）
。

無
題
詩

美
し
い
娘
の
白
歯

今
日
は
針
の
気
げ
ん
が
わ
る
い

女
の
顔
は
大
き
い

と
ぎ
れ
た
夢
の
前
に
立
ち
ど
ま
る

二
人
の
詩

顔
が

或
る
話
（
辞
書
を
引
く
男
が
疲
れ
て
ゐ
る
）

雨
降
り

秋
の
日
は
静
か

夕
暮
れ
に
立
つ
二
人
の
幼
い
女
の
子
の
話
を
聞
く

一
日

白
い
手

十
一
月
の
晴
れ
た
十
一
時
頃

風あ
る
男
の
日
記

昼

床
に
ゐ
る



無
題
詩

四
月
の
原
に
私
は
来
て
ゐ
る

馬日
向
の
男

昼
の
部
屋

月
を
見
て
坂
を
登
る

ハ
ン
カ
チ
か
ら
卵
を
出
し
ま
す

商
い
に
就
い
て
の
答

昼

初
出
「
玄
土
」
三
巻
九
号(

一
九
二
二

年
九
月)

。

無
題
詩

無
題
詩

黄
色
の
夢
の
話

七
月

う
す
雲
る
日

十
一
月
の
私
の
眼

少
女

彼
の
居
な
い
部
屋

旅
に
出
た
い

雨蟲美
く
し
い
街

無
題
詩

た
ひ
ら
な
壁



或
る
少
女
に

七
月
の

朝
の

小
石
川
の
風
景
詩

初
出
「
玄
土
」
三
巻
八
号
（
一
九
二
二

年
八
月
）
。

あ
い
さ
つ

風
の
な
い
日
で
す

女
が
眠
つ
て
ゐ
る

昼
の
コ
ツ
ク
さ
ん

夏無
題
詩

夕
暮
れ
に
温
く
む
心

風
邪
き
み
で
す

白
い
路
（
或
る
久
し
く
病
め
る
女
の
た
め
に
私

初
出
「
玄
土
」
三
巻
十
号
（
一
九
二
二

は
う
つ
む
き
に
歩
い
て
ゐ
る
）

年
十
月
）
。

不
幸
な
夢

東
雲
（
こ
れ
か
ら
し
の
の
め
の
大
き
い
瞳
が
は

じ
け
ま
す
）

あ
る
昼
の
話

夜
の
花
を
も
つ
少
女
と
私

九
月
の
詩

黄
色
の
袋
の
中

雨

雨

年
の
く
れ
の
街

情
慾



毎
夜
月
が
出
た

一
九
二
六
年
一
月

物
語

白
い
昼
の
狐

「
月
曜
」
第
一
巻
第
一
号

編
輯
後
記

★
『
全
集
』
未
収
録
。

二
月

物
語

影
を

「
月
曜
」
第
一
巻
第
二
号

編
輯
後
記

★
『
全
集
』
未
収
録
。

三
月

編
輯
後
記

「
月
曜
」
第
一
巻
第
三
号

★
『
全
集
』
未
収
録
。

四
月

物
語

朝
馬
鹿

「
月
曜
」
第
一
巻
第
四
号

編
輯
後
記

五
月

春

「
近
代
詩
歌
」
第
二
巻
第
五
号

日
付
は
一
九
二
六
年
三
月
。
改
稿
後

『
日
本
詩
選
集
一
九
二
八
年
版
』（
一

九
二
八
年
一
月
）
所
収
。

七
月

初
夏
無
題

「
太
平
洋
詩
人
」
第
一
巻
第
二
号

『
雨
に
な
る
朝
』
収
録
。

八
月

七
月

「
銅
鑼
」
七
号

蛙
が
鳴
く
の
で
月
の
出
が
お
そ
い

九
月

愚
か
し
き
月
日

「
太
平
洋
詩
人
」
第
一
巻
第
三
号

十
月

寝
床
に
ゐ
る

「
亜
」
二
十
四
号

★
『
全
集
』
未
収
録
。

馬
鹿
息
子
（N

o.11

）

愚
か
な
秋

「
愚
か
な
る
秋
」
と
改
題
、『
雨
に
な

る
朝
』
収
録
。

秋

★
『
全
集
』
未
収
録
。

物
語

悪
い
夢

或
ひ
は
「
初
夏
の
憂
欝
」

十
一
月

西
風

「
亜
」
二
十
五
号

さ
び
し
い
夕
焼
の
饗
応



出
し
て
み
た
い
手
紙
（

）
1

出
し
て
み
た
い
手
紙
（

）
（
雨
の
日
の
風
呂

2

の
中
の
鼻
歌
）

十
一
月
の
電
話
（
※
「
季
節
」
の
副
題
あ
り
）

『
雨
に
な
る
朝
』
収
録
。

戯
曲

彼
等
の
喧
嘩
（
一
幕
）

「
九
軒
」
一
の
巻
☆

顔
が
な
い

「
銅
鑼
」
八
号
(2)

大
人
さ
へ
子
供
じ
み
る

初
秋

夜
店

『
日
本
詩
選
集
一
九
二
八
年
版
』（
一

九
二
八
年
一
月
）
所
収
、
異
文
あ
り
。

PA
P
A

と
そ
の
娘

十
二
月

九
月
の
半
日

「
太
平
洋
詩
人
」
第
一
巻
第
四
号

火
鉢
の
あ
る
部
屋

「
亜
」
二
十
六
号

雨
降
る
夜

蜜
柑

随
筆

飲
酒

青
柿
の
秋

「
詩
文
学
」
創
刊
号

幼
年

「
銅
鑼
」
九
号

泣
い
て
ゐ
る
秋

街
風

月
夜
の
電
車

詩
集
評

詩
集
「
兵
隊
」
の
ラ
ツ
パ

「
詩
神
」
第
二
巻
第
十
二
号

日
付
は
一
九
二
六
年
十
月
六
日
。

一
九
二
七
年
一
月

煙
突
と
十
二
月
の
昼

「
亜
」
二
十
七
号

「
十
二
月
の
昼
」
と
改
題
、
改
稿
し



「
詩
と
詩
論
」
二
冊
（
一
九
二
八
年
十

二
月
）
に
掲
載
。
『
雨
に
な
る
朝
』
収

録
。

蜜
柑

美
し
い
街

眠
つ
て
ゐ
る
う
ち
に
夜
に
な
つ
て
ゐ
た

羽
子
板

「
亜
」
企
画
〈
体
温
表
〉。
(3)

毒
薬

「
亜
」
企
画
〈
体
温
表
〉。

随
筆

牛
乳
屋
の
煙
突
と
風
呂
屋
の
煙
突

随
筆

西
暦
一
九
二
七
年

ガ
ラ
ス
窓
の
部
屋

「
詩
神
」
第
三
巻
第
一
号

十
二
月

家

『
雨
に
な
る
朝
』
収
録
。
異
文
あ
り
。

昼
は
街
が
大
き
す
ぎ
る

「
昼
の
街
は
大
き
す
ぎ
る
」
と
改
題
、

『
雨
に
な
る
朝
』
収
録
。

夜
が
さ
み
し
い

『
雨
に
な
る
朝
』
収
録
。
異
文
あ
り
。

花
（
仮
題
）

「
近
代
風
景
」
一
月
号

曇
天
の
停
車
場

物
語

青
狐
の
夢

「
青
き
つ
ね
」
二
の
巻

十
一
月
の
午
後

「
京
都
詩
人
」
第
二
巻
第
一
号

☆
(4)

昼
の
花

冬
日

「
太
平
洋
詩
人
」
第
二
巻
第
一
号

詩
集
評

「
検
温
器
と
花
」
私
評

二
月

夜
は
凍
え
る

「
太
平
洋
詩
人
」
第
二
巻
第
二
号



風平
ら
な
街

詩
集
評

詩
集
「
半
分
開
い
た
窓
」
私
評

寝
床
と
冬

「
銅
鑼
」
十
号

冬
日

落
日

『
雨
に
な
る
朝
』
収
録
。

三
月

雨
と
街

「
亜
」
二
十
八
号

「
雨
の
祭
日
」
と
改
題
、『
雨
に
な
る

朝
』
収
録
。
異
文
あ
り
。

夜
が
重
い
（
笑
つ
た
や
う
な
顔
を
し
て
来
る
朝

陽
に
袋
を
か
ぶ
せ
る
）

越
年

随
筆

私
と
詩

二
月
失
題

「
詩
神
」
第
三
巻
第
三
号

受
胎

「
若
草
」
第
三
巻
第
三
号

十
一
月

小
説

北
海
道
の
旅

「
太
平
洋
詩
人
」
第
二
巻
第
三
号

評
論

「
日
本
英
傑
伝
抄
と
野
村
君
」
と
私
（
日

★
『
全
集
』
未
収
録
。

本
英
傑
伝
抄
と
野
村
君
）
の
改
題
(5)

四
月

夜
の
部
屋

「
文
藝
」
第
五
巻
第
四
号

冬
無
題

ア
ン
ケ
ー
ト
回
答

現
詩
壇
に
対
す
る
感
想
要
望

暗
が
り
の
中

「
詩
壇
消
息
」
第
一
巻
第
四
号
☆

随
筆

漫
筆
御
免

春
が
来
る

「
太
平
洋
詩
人
」
第
二
巻
第
四
号



曇
天
の
三
月

「
文
章
倶
楽
部
」
四
月
号

親
と
子

『
雨
に
な
る
朝
』
収
録
。
異
文
あ
り
。

随
筆

コ
ー
リ
ン
・
ム
ア
ー
と
黒
子

「
若
草
」
第
三
巻
第
四
号

六
月

小
品

犬
の
化
け
も
の
、
躑
躅
、
雀
、
燕

「
文
学
祭
」
六
月
号

日
付
は
一
九
二
七
年
五
月
十
二
日
。

未
完
。

十
月

街
へ
行
く
電
車

「
詩
神
」
第
三
巻
第
十
号

蚊
帳
の
中

ビ
ス
ケ
ツ
ト

十
一
月

物
語

窓

「
詩
文
学
」
第
二
巻
第
五
号

秋

電
燈

「
民
謡
詩
人
」
第
一
巻
第
三
号

森
の
中
・
女
・
夏
草

「A
C
O
R
N
E
R
SH
O
P

」
第
一
輯
☆

随
筆

不
思
議
な
喫
煙
者

随
筆

美
少
女

随
筆

眼
鏡
を
か
け
て
ゐ
る
人

―
例
へ
ば
福
富

菁
児
君
―

随
筆

書
き
か
け
の
書
き
に
く
い
手
紙

シ
ナ
リ
オ

電
車
の
中
で
―
喜
劇
風
の
シ
ナ
リ

「
映
画
往
来
」
第
三
巻
第
十
一
号

オ
―

十
二
月

随
筆

A
C
orner

Shop
「A

C
O
R
N
E
R
S
H
O
P

」
第
二
輯
☆

随
筆

或
る
恋
愛

詩
集
評

詩
集
・
た
ん
ぽ
ぽ

随
筆

詩
人
と
小
説
と
の
妙
な
関
係
に
就
て

随
筆

装
幀

随
筆

註



随
筆

Ａ
―
Ｂ
―
Ｃ
―
５

随
筆

仏
蘭
西
の
士
官
は
街
角
を
ま
が
つ
て

「
亜
」
三
十
五
号

行
つ
た

小
品

ア
ラ
ン
酒
（
短
篇
）

再
出
「FA

N
T
A
SIA

」
第
一
輯(

一
九

二
九
年
六
月)

。

小
説

話
（
小
説
）
―
或
ひ
は
「
小
さ
な
運
動

「
詩
神
」
第
三
巻
第
十
二
号

場
」
―

一
九
二
八
年
一
月

松
の
木
の
憂
欝

「
都
会
思
想
」
第
一
巻
第
一
号
☆

春

『
日
本
詩
選
集
一
九
二
八
年
版
』

初
出
「
近
代
詩
歌
」
二
巻
五
号
（
一
九

二
六
年
五
月
）
。

夜
店

初
出
「
銅
鑼
」
八
号
（
一
九
二
六
年
）
。

恋
愛
後
記

春
は
窓
い
つ
ぱ
い

夜

『
雨
に
な
る
朝
』
収
録
。

煙
草
と
花

「
北
方
詩
人
」
第
二
巻
第
一
号
☆

初
冬
の
日

『
雨
に
な
る
朝
』
収
録
。

映
画
評

人
生
興
奮
（
そ
の
一
）

「
映
画
往
来
」
第
四
巻
第
三
十
七
号

小
品

こ
け
し
人
形

『
こ
け
し
這
子
の
話
』（
仙
台
郷
土
趣

味
の
会
）

秋
色

「
現
代
文
芸
」
第
五
巻
第
一
号

『
雨
に
な
る
朝
』
収
録
。

二
月

菊

「
詩
神
」
第
四
巻
第
二
号

白
（
仮
題
）

再
出
「
詩
と
詩
論
」
二
冊
（
一
九
二
八

年
十
二
月
）
、「
畑
」（
一
九
二
九
年
七
月
号
）
。



『
雨
に
な
る
朝
』
収
録
。
異
文
あ
り
。

三
月

風
の
中

「
北
方
詩
人
」
第
二
巻
三
号
☆

夜
の
部
屋

『
雨
に
な
る
朝
』
収
録
。

昼
寝
が
夢
を
置
い
て
い
つ
た

「
東
北
文
学
」
第
一
号

『
雨
に
な
る
朝
』
収
録
。

映
画
評

人
生
興
奮
（
そ
の
二
）

「
映
画
往
来
」
第
四
巻
第
三
十
八
号

随
筆

部
屋
の
中

「
現
代
文
芸
」
第
五
巻
第
二
号

眼
が
見
え
な
い

『
雨
に
な
る
朝
』
収
録
。

小
品

月
と
手
紙
―
花
嫁
へ
―

「
文
芸
」
第
六
巻
第
三
号

四
月

随
筆

早
春
雑
記

「
全
詩
人
聯
合
」
創
刊
号

一
九
二
八
年
三
月
の
日
付
あ
り
。

恋
愛
後
記

再
出
「
詩
と
詩
論
」
二
冊
（
一
九
二
八

年
十
二
月
）
、
『
雨
に
な
る
朝
』
収
録
。

シ
ナ
リ
オ

口
笛
の
結
婚
マ
ー
チ
（
シ
ナ
リ

「
映
画
往
来
」
第
三
巻
第
四
十
号

オ
）
―
「
人
生
興
奮
」
そ
の
三
と
し
て
―

五
月

七
月

『
音
楽
新
篇

高
田
守
久
作
曲
集
』

★
『
全
集
』
未
収
録
。

5

（
ハ
レ
ル
ヤ
楽
社
）

九
月

梅
雨
の
中

「
詩
神
」
第
四
巻
第
九
号

い
つ
ま
で
も
寝
ず
に
ゐ
る
と
朝
に
な
る

再
出
「
詩
と
詩
論
」
二
冊
（
一
九
二
八

年
十
二
月
）
、
『
雨
に
な
る
朝
』
収
録
。

幻
想

「
曼
陀
羅
」
一
号
☆

「
幻
影
」
と
改
題
、『
雨
に
な
る
朝
』

収
録
。

十
二
月

雨
に
な
る
朝

「
詩
と
詩
論
」
第
二
冊

『
雨
に
な
る
朝
』
収
録
。

恋
愛
後
記

初
出
「
全
詩
人
聯
合
」
創
刊
号(

一
九

二
八
年
四
月)

。

十
二
月
の
昼

初
出
「
亜
」
二
十
七
号
（
一
九
二
七
年



一
月
）。

白
（
仮
題
）

「
白
に
就
て
」
と
改
題
、『
雨
に
な
る

朝
』
収
録
。
再
出
「
畑
」（
一
九
二
九
年

七
月
号
）
。

白
（
仮
題
）

初
出
「
詩
神
」
四
巻
二
号
（
一
九
二
八

年
二
月
）
。

い
つ
ま
で
も
寝
ず
に
ゐ
る
と
朝
に
な
る

初
出
「
詩
神
」
四
巻
九
号
（
一
九
二
八

年
九
月
）
。

夢

『
雨
に
な
る
朝
』
収
録
。

雨
が
降
る

『
雨
に
な
る
朝
』
収
録
。

一
九
二
九
年
一
月

随
筆

跡

「
詩
神
」
第
五
巻
第
一
号

二
月

詩
華
集
評

詞
華
集
・
航
海
読
後
感

「
詩
集
」
第
三
巻
第
二
号

★
『
全
集
』
未
収
録
。

五
百
七
十
九
番
地

「
学
校
」
二
号

三
月

詩
集
評

詩
集
「
第
百
階
級
」
に
依
る
草
野

「
詩
と
詩
論
」
第
三
冊

心
平
君
其
他

二
月
（
詩
集
「
雨
に
な
る
朝
」
の
序
と
し
て
）

「
学
校
」
三
号

『
雨
に
な
る
朝
』
収
録
。

四
月

物
語

Ｂ

「
文
芸
ビ
ル
デ
ン
グ
」
第
三
巻
第
四
号

五
月

序

二
月

詩
集
『
雨
に
な
る
朝
』（
誠
志
堂
）

初
出
「
学
校
」
三
号
（
一
九
二
九
年
三

月
）
。

序

冬
日

再
出
「
詩
神
」
五
巻
八
号
（
一
九
二
九

年
八
月
）
。
異
文
あ
り
。

十
一
月
の
街

再
出
「
あ
ん
だ
ん
て
派
」
一
輯
（
一
九

二
九
年
十
一
月
）
。



花雨
に
な
る
朝

初
出
「
詩
と
詩
論
」
二
冊
（
一
九
二
八

年
十
二
月
）
。

坐
つ
て
見
て
ゐ
る

落
日

初
出
「
銅
鑼
」
十
号
（
一
九
二
七
年
二

月
）
。

昼
寝
が
夢
を
置
い
て
い
つ
た

初
出
「
東
北
文
学
」
一
号
（
一
九
二
八

年
三
月
）
。

小
さ
な
庭

初
夏
一
週
間
（
恋
愛
後
記
）

再
出
「
あ
ん
だ
ん
て
派
」
一
輯
（
一
九

二
九
年
十
一
月
）
。
異
文
あ
り
。

原
の
端
の
路

十
二
月
の
昼

初
出
「
亜
」
二
十
七
号
（
一
九
二
七
年

一
月
）
。

親
と
子

初
出
「
文
章
倶
楽
部
」
四
月
号(

一
九

二
七
年
四
月)

。

昼昼夜

疲
れ
て
ゐ
る
晩
春

か
な
し
め
る
五
月

無
聊
な
春

日
一
日
と
は
な
ん
で
あ
る
の
か

郊
外
住
居

家

初
出
「
詩
神
」
三
巻
一
号
（
一
九
二
七



年
一
月
）。

白
に
就
て

初
出
「
詩
と
詩
論
」
二
冊
（
一
九
二
八

年
十
二
月
）
。

白
（
仮
題
）

初
出
「
詩
神
」
四
巻
三
号
（
一
九
二
八

年
二
月
）
。

雨
日

暮
春

秋
日

初
冬
の
日

初
出
「
北
方
詩
人
」
二
巻
一
号
（
一
九

二
八
年
一
月
）。

恋
愛
後
記

初
出
「
全
詩
人
聯
合
」
創
刊
号
（
一
九

二
八
年
四
月
）
。

い
つ
ま
で
も
寝
ず
に
ゐ
る
と
朝
に
な
る

初
出
「
詩
神
」
四
巻
九
号
（
一
九
二
八

年
九
月
）
。

初
夏
無
題

初
出
「
太
平
洋
詩
人
」
一
巻
二
号
（
一

九
二
六
年
七
月
）
。

曇
る

夜
の
部
屋

初
出
「
北
方
詩
人
」
二
巻
三
号
（
一
九

二
八
年
三
月
）
。

眼
が
見
え
な
い

初
出
「
現
代
文
芸
」
五
巻
二
号
（
一
九

二
八
年
三
月
）
。

昼
の
街
は
大
き
す
ぎ
る

初
出
「
詩
神
」
三
巻
一
号
（
一
九
二
七

年
一
月
）
。

十
一
月
の
電
話

初
出
「
亜
」
二
十
五
号
（
一
九
二
六
年



十
一
月
）
。

十
二
月

十
二
月

夜
の
向
ふ
に
広
い
海
の
あ
る
夢
を
見
た

夜

初
出
『
日
本
詩
選
集
一
九
二
八
年
版
』

（
一
九
二
八
年
一
月
）
。

窓
の
人

お
可
笑
な
春

愚
か
な
る
秋

初
出
「
亜
」
二
十
四
号
（
一
九
二
六
年

十
月
）
。

秋
色

初
出
「
現
代
文
芸
」
五
巻
一
号
（
一
九

二
八
年
一
月
）
。

幻
影

初
出
「
曼
陀
羅
」
一
号
（
一
九
二
八
年

九
月
）
。

雨
の
祭
日

初
出
「
亜
」
二
十
八
号
（
一
九
二
七
年

三
月
）
。

夜
が
さ
み
し
い

初
出
「
詩
神
」
三
巻
一
号
（
一
九
二
七

年
一
月
）
。

夢

初
出
「
詩
と
詩
論
」
二
冊
（
一
九
二
八

年
十
二
月
）
。

雨
が
降
る

初
出
「
詩
と
詩
論
」
二
冊
（
一
九
二
八

年
十
二
月
）
。

題
は
な
い

「
学
校
」
五
号

「
五
月
」
と
改
題
、『
学
校
詩
集
』（
一

九
二
九
年
十
二
月
）
、『
全
日
本
詩
集
』（
一



九
二
九
年
十
二
月
）
所
収
。
『
障
子
の
あ

る
家
』
収
録
、
異
文
あ
り
。

詩
集
評

詩
集
「
血
の
花
が
開
く
と
き
」

「
詩
神
」
第
五
巻
第
五
号

小
品

硝
子
戸
に
虻
が
と
ま
つ
て
ゐ
た

「
文
芸
レ
ビ
ユ
ー
」
第
一
巻
第
三
号

六
月

随
筆

さ
び
し
い
人
生
興
奮

「
詩
と
詩
論
」
第
四
冊

小
品

ア
ラ
ン
酒
（
短
篇
）

「FA
N
T
A
SIA

」
第
一
輯

初
出
「
亜
」
三
十
五
号
（
一
九
二
七
年

十
二
月
）
。

七
月

詩
評

痛
ま
し
き
月
評

「
詩
神
」
第
五
巻
第
七
号

小
品

Ｒ
氏
の
ノ
ー
ト

「
文
芸
ビ
ル
デ
ン
グ
」
第
三
巻
第
七
号

白
に
就
て

「
畑
」
七
月
号

初
出
「
詩
と
詩
論
」
二
冊
（
一
九
二
八

年
十
二
月
）
。

白
（
仮
題
）

初
出
「
詩
神
」
四
巻
二
号
（
一
九
二
八

年
二
月
）
。

八
月

詩
評

机
―
詩
神
七
月
号
月
評
―

「
詩
神
」
第
五
巻
第
八
号

冬
日
（
詩
集
「
雨
に
な
る
朝
の
序
と
し
て
」）

初
出
『
雨
に
な
る
朝
』。

ア
ン
ケ
ー
ト
回
答

わ
が
待
望
す
る
芸
術
（
一
）

「
宣
言
」
創
刊
号

★
『
全
集
』
未
収
録
。

十
月

三
月
の
日

「
氾
濫
」（
「
汎
濫
」）
再
刊
号

☆

『
学
校
詩
集
』（
一
九
二
九
年
十
二
）
、『
新

(6)

興
詩
人
選
集
』（
一
九
三
〇
年
一
月
）
所

収
。『
障
子
の
あ
る
家
』
収
録
、
異
文

あ
り
。

詩
集
評

詩
集
「
鶴
」
を
評
す
（
主
と
し
て
そ
の

読
者
の
た
め
に
）

十
一
月

暗
夜
行
進

「
門
」
第
六
輯
☆

秋
冷

『
学
校
詩
集
』（
一
九
二
九
年
十
二
月
）
、



『
日
本
現
代
詩
選
』（
一
九
三
〇
年
四
月
）

所
収
。
『
障
子
の
あ
る
家
』
収
録
、
異

文
あ
り
。

評
論

童
心
と
は
ひ
ど
い

「
詩
神
」
第
五
巻
第
十
一
号

評
論

宮
崎
孝
政
論

十
一
月
の
街

「
あ
ん
だ
ん
て
派
」
一
輯
☆

初
出
『
雨
に
な
る
朝
』。

初
夏
一
週
間
（
恋
愛
後
記
）

初
出
『
雨
に
な
る
朝
』。

十
二
月

三
月
の
日

『
学
校
詩
集
』（
麦
書
房
）

初
出
「
氾
濫
」
再
刊
号
（
一
九
二
九
年

十
月
）
。

五
月

初
出
「
学
校
」
五
号
（
一
九
二
九
年
五

月
）
。

秋
冷

初
出
「
門
」
六
輯
（
一
九
二
九
年
十
一

月
）
。

五
月

『
全
日
本
詩
集
』（
文
書
堂
）

初
出
「
学
校
」
五
号
（
一
九
二
九
年
五

月
）
。

詩
集
評

彼
、
彼
と
私
と
其
の
他
の
人

「
感
想

集
・
詩
集
鯉
と
そ
の
作
者
に
つ
い
て
」
(7)

ア
ン
ケ
ー
ト
回
答

一
九
二
九
年
に
発
表
せ
る
私
の
「
詩
神
」
第
五
巻
第
十
二
号

詩
に
就
い
て

一
九
三
〇
年
一
月

詩
人
の
骨
〈
仮
題
〉
―
転
落
す
る
一
九
二
九
年

「
詩
と
散
文
」
一
号

「
詩
人
の
骨
」
と
改
題
、『
南
有
集
』

の
ヘ
ボ
詩
人
の
一
部

（
東
北
書
院
、
一
九
三
二
年
九
月
）
所
収
、

『
障
子
の
あ
る
家
』
収
録
、
異
文
あ

り
。



三
月
の
日

『
新
興
詩
人
選
集
』（
文
芸
社
）

初
出
「
氾
濫
」
再
刊
号
（
一
九
二
九
年

十
月
）。

随
筆

身
辺
雑
記

「
南
方
詩
人
」
猪
狩
満
直
詩
集
記
念
号

日
付
は
一
九
二
九
年
十
一
月
九
日
。

二
月

ア
ン
ケ
ー
ト
回
答

〈
「
現
代
詩
人
全
集
」
に
入
れ

「
詩
文
学
」
第
一
巻
第
一
号
(8)

る
人
に
し
て
吾
々
の
詩
壇
ま
で
生
き
の
び
る

と
思
ふ
人
は
誰
々
か
〉

詩
集
評

大
至
急
左
の
詩
集
を
批
評
せ
よ
と
の

「
詩
神
」
第
六
巻
第
二
号

「
悲
し
き
パ
ン
」「
叛
く
」
「
雲
に
鳥
」
「
蒼

馬
を
見
た
り
」「
真
冬
」
「
全
日
本
詩
集
」

の
指
定
を
快
諾
、
更
に
加
へ
て
か
な
し
く

も
人
生
を
語
る

評
論

馬
鹿
で
な
い
方
の
北
川
冬
彦
は
「
読
め
」

障
子
の
あ
る
家
〈
仮
題
〉
―
自
叙
転
落
す
る
一

「
文
芸
月
刊
」
第
一
巻
第
一
号

副
題
を
削
除
し
再
出
「
新
興
詩
人
」

九
二
九
年
の
ヘ
ボ
詩
人
・
其
七

二
巻
六
号
（
一
九
三
〇
年
三
月
）
、
原
題

で
『
日
本
現
代
詩
選
』（
一
九
三
〇
年
四

月
）
所
収
。
改
題
「
ひ
よ
つ
と
こ
面
」

で
『
障
子
の
あ
る
家
』
収
録
、
異
文

あ
り
。

三
月

障
子
の
あ
る
家
〈
仮
題
〉

「
新
興
詩
人
」
第
二
巻
第
六
号
☆

初
出
「
文
芸
月
刊
」
一
巻
一
号(

一
九

三
〇
年
二
月)

。

物
語

地
球
は
い
た
つ
て
平
べ
つ
た
い
の
で

「
文
芸
月
刊
」
第
一
巻
第
二
号

し
た

標
―
躓
く
石
で
も
あ
れ
ば
、
俺
は
そ
こ
で
こ

「
詩
文
学
」
第
一
巻
第
二
号

再
出
「
門
」
七
輯
（
一
九
三
〇
年
七
月
）
、

ろ
び
た
い

所
収
『
現
代
新
詩
集
』（
一
九
三
一
年
六



月
）
。「
年
越
酒
」
と
改
題
し
『
障
子

の
あ
る
家
』
に
収
録
、
異
文
あ
り
。

評
論

中
村
漁
波
林

★
『
全
集
』
未
収
録
。

四
月

秋
冷

『
日
本
現
代
詩
選
』（
金
星
堂
）

初
出
「
門｣

六
輯
（
一
九
二
九
年
十
一
月
）
。

障
子
の
あ
る
家
〈
仮
題
〉
―
自
叙
転
落
す
る
一

初
出
「
文
芸
月
刊
」
一
巻
一
号
（
一

九
二
九
年
の
ヘ
ボ
詩
人
・
其
七

九
三
〇
年
二
月
）
。

父
と
母
と
、
二
人
の
子
供
へ
お
く
る
手
紙

「
桐
の
花
」
九
号
☆

後
記
「
泉
ち
ゃ
ん
と
猟
坊
へ
」「
父
と

母
へ
」
と
改
題
、『
障
子
の
あ
る
家
』

収
録
。

五
月

無
形
国
へ

「
詩
神
」
第
六
巻
第
五
号

貧
乏
第
一
課

「
第
一
課

貧
乏
」
と
改
題
、『
障

子
の
あ
る
家
』
収
録
。

家

「
ニ
ヒ
ル
」
一
巻
三
号
（
一
九
三
〇
年

五
月
）
、「
旗
魚
」
六
号
（
同
）
に
掲
載
。

『
障
子
の
あ
る
家
』
収
録
、
異
文
あ

り
。

家

「
ニ
ヒ
ル
」
一
巻
三
号

「
詩
神
」
六
巻
五
号
、「
旗
魚
」
六
号

の
三
誌
に
同
年
同
月
に
発
表
。

家

「
旗
魚
」
六
号

「
ニ
ヒ
ル
」
一
巻
三
号
「
詩
神
」
六

巻
五
号
の
三
誌
に
同
年
同
月
に
発
表
。

俺
は
自
分
の
顔
が
見
ら
れ
な
く
な
つ
た

「
印
」
と
改
題
、『
障
子
の
あ
る
家
』

収
録
、
異
文
あ
り
。

ア
ン
ケ
ー
ト
回
答

Ａ
、
芸
術
の
商
品
化
に
就
い

「
文
芸
解
放
」
創
刊
号

★
『
全
集
』
未
収
録
。

て

Ｂ
、
今
後
の
貴
下
の
創
作
態
度
に
就
い
て



七
月

標
―
躓
く
石
で
も
あ
れ
ば
、
俺
は
そ
こ
で
こ
ろ

「
門
」
七
輯
☆

初
出
「
詩
文
学
」
一
巻
二
号
（
一
九
三

び
た
い

〇
年
三
月
）
。

八
月

因
果
の
序

「
詩
神
」
第
六
巻
第
八
号

へ
ん
な
季
節

『
障
子
の
あ
る
家
』
収
録
。

詩
集
評

詩
集

軍
艦
茉
莉

座
談
会

詩
神
第
三
回
座
談
会

★
『
全
集
』
未
収
録
。

九
月

自
序

詩
集
『
障
子
の
あ
る
家
』（
私
家
版
）

三
月
の
日

初
出
「
氾
濫
」
再
刊
号
（
一
九
二
九
年

十
月
）
。

五
月

初
出
「
学
校
」
五
号
（
一
九
二
九
年
五

月
）
。

秋
冷

初
出
「
門
」
六
輯
（
一
九
二
九
年
十
一
月
）
。

ひ
よ
つ
と
こ
面

初
出
「
文
芸
月
刊
」
一
巻
一
号
（
一
九

三
〇
年
二
月
）
。

詩
人
の
骨

初
出
「
詩
と
散
文
」
一
号
（
一
九
三
〇

年
一
月
）
。

年
越
酒

初
出
「
詩
文
学
」
一
巻
二
号
（
一
九
三

〇
年
三
月
）
。

印

初
出
「
旗
魚
」
六
号
（
一
九
三
〇
年
五

月
）
。

第
一
課

貧
乏

初
出
「
詩
神
」
六
巻
五
号
（
一
九
三
〇

年
五
月
）
。

へ
ん
な
季
節

初
出
「
詩
神
」
六
巻
八
号
（
一
九
三
〇

年
八
月
）
。



学
識

家

「
詩
神
」
六
巻
五
号
（
一
九
三
〇
年
五

月
）
、「
ニ
ヒ
ル
」
一
巻
三
号
（
同
）
、「
旗

魚
」
六
号
（
同
）
に
掲
載
。

お
ま
け

滑
稽
無
声
映
画
「
形
の
な
い
国
」
の
梗
概

再
出
「
詩
神
」
六
巻
十
号
（
一
九
三
〇

年
十
月
）
。

後
記

泉
ち
や
ん
と
猟
坊
へ

初
出
「
桐
の
花
」
九
号
（
一
九
三
〇
年

四
月
）
。

後
記

父
と
母
へ

初
出
「
桐
の
花
」
九
号
（
一
九
三
〇
年

四
月
）
。

物
語

カ
ル
ル
ス
煎
餅

「
詩
神
」
第
六
巻
第
九
号

十
月

お
ま
け

滑
稽
無
声
映
画
「
形
の
な
い
国
」
の

「
詩
神
」
第
六
巻
第
十
号

初
出
『
障
子
の
あ
る
家
』。

梗
概

随
筆

机
の
前
の
裸
は
語
る

日
付
は
一
九
三
〇
年
八
月
十
日
。

座
談
会

詩
神
第
四
回
座
談
会

一
九
三
一
年
六
月

標
―
躓
く
石
で
も
あ
れ
ば
、
俺
は
そ
こ
で
こ
ろ

『
現
代
新
詩
集
』（
詩
文
学
社
）

初
出
「
詩
文
学
」
一
巻
二
号
（
一
九
三

び
た
い

〇
年
三
月
）
。

一
九
三
二
年
九
月

詩
人
の
骨

『
南
有
集
』（
東
北
書
院
）

初
出
「
詩
と
散
文
」
一
号
（
一
九
三
〇

年
一
月
）
。

十
月

辻
は
天
狗
と
な
り

善
助
は
堀
へ
墜
ち
て
死
ん

「
新
詩
論
」
第
一
冊

『
現
代
日
本
詩
集
一
九
三
三
年
版
』

だ

私
は
汽
車
に
乗
つ
て
郷
里
の
家
へ
帰
つ

（
詩
人
時
代
社
、
一
九
三
三
年
四
月
）
所
収
。

て
ゐ
る



一
九
三
三
年
一
月

足
の
な
い
馬

「
獣
滞
」
二
号

二
月

迎
春
失
題

「
新
詩
論
」
第
二
冊

四
月

辻
は
天
狗
と
な
り

善
助
は
堀
へ
墜
ち
て
死
ん

『
現
代
日
本
詩
集
一
九
三
三
年
版
』

初
出
「
新
詩
論
」
一
冊
（
一
九
三
二
年

だ

私
は
汽
車
に
乗
つ
て
郷
里
の
家
へ
帰
つ

(

詩
人
時
代
社)

十
月
）
。

て
ゐ
る

八
月

追
悼
文

石
川
善
助
に

『
鴉
射
亭
随
筆
』（
鴉
射
亭
友
達
会
）

原
題
「
友
人
感
想
」

。
(9)

九
月

小
説

在
郷
詩
人
之
図

「
人
物
評
論
」
第
一
年
第
七
号

★
『
全
集
』
未
収
録
。

十
月

追
悼
文

明
滅

「
岩
手
日
報
」（
二
十
七
日
）
☆

『
宮
沢
賢
治
追
悼
』（
次
郎
社
、
一
九
三

四
年
一
月
）
所
収
。

十
二
月

随
筆

秋
日
私
記

「
詩
人
時
代
」
第
三
巻
第
十
二
号

一
九
三
四
年
一
月

追
悼
文

明
滅

そ
の
一

そ
の
二

『
宮
沢
賢
治
追
悼
』（
次
郎
社
）

「
岩
手
日
報
」（
一
九
三
三
年
十
月
二
十

七
日
）
発
表
分
を
「
そ
の
一
」
と
し
、

加
筆
分
を
「
そ
の
二
」
と
し
て
い
る
。

十
二
月

随
筆

私
信
に
代
へ
る

「L
'E
SPR

IT
N
O
V
E
A
U

」
第
二
冊

★
『
全
集
』
未
収
録
。

一
九
三
五
年
二
月

俳
句

枇
杷
の
果
（
十
句
）

「
蕉
舎
句
帳
」
☆

一
九
三
六
年
十
一
月
ま
で
の
作
品
が

収
録
。

五
月

庭
園
設
計
図
案
（
或
る
忘
備
帖
）

「
歴
程
」
一
号

一
九
三
六
年
三
月

随
筆

体
の
こ
と

「
歴
程
」
二
号

一
九
三
七
年
十
二
月

又
は
三
角
形
の
歴
史
―
ク
レ
オ
パ
ト
ラ

「
む
ら
さ
き
」
十
二
月
号



一
九
三
九
年
四
月

随
筆

宮
沢
賢
治
第
六
十
回
生
誕
祝
賀
会
（
第

「
歴
程
」
六
号

二
夜
）

七
月

風
邪

「
歴
程
」
七
号

『
歴
程
詩
集
紀
元
二
千
六
百
年
版
』（
山

雅
房
、
一
九
四
一
年
二
月
）
所
収
。

一
九
四
一
年
二
月

風
邪

『
歴
程
詩
集

紀
元
二
千
六
百
年
版
』

初
出
「
歴
程
」
七
号(

一
九
三
九
年
七

月)

。

残
冬

九
月

雨
ニ
ヌ
レ
タ
黄
色

「
歴
程
」
十
六
号

一
九
四
二
年
九
月

大
キ
ナ
戦
（

蠅
と
角
笛
）

「
歴
程
」
十
九
号

1

年
月
日
不
明

短
歌

桐
畑
の
落
葉
（
十
一
首
）

不
明

★
『
全
集
』
未
収
録
。

(10)

※

目
録
作
成
に
当
た
り
仙
台
文
学
館
に
資
料
の
提
供
を
賜
っ
た
。
特
に
、
短
歌
「
桐
畑
の
落
葉
」（
掲
載
誌
不
明
）
、「
あ
る
詩
」「
六
月
」（
「
玄
土
」
三
巻
八
号
、

一
九
二
二
年
八
月
）
、「
七
月
」（「
音
楽
新
編
第

田
守
久
作
曲
集
」
ハ
レ
ル
ヤ
楽
社
、
一
九
二
八
年
五
月
）
、
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答

「
わ
が
待
望
す
る
芸
術
（
一
）」（「
宣
言
」

5

創
刊
号
、
一
九
二
九
年
八
月
）
、
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
「
Ａ
、
芸
術
の
商
品
化
に
就
い
て

Ｂ
、
今
後
の
貴
下
の
創
作
態
度
に
就
い
て
」（
「
文
芸
解
放
」
創
刊
号
、
一

九
三
〇
年
五
月
）
は
『
全
集
』
未
収
録
の
作
品
と
し
て
貴
重
で
あ
っ
た
。
ま
た
「
白
に
就
て
」「
白
〈
仮
題
〉」
の
「
畑
」（
一
九
二
九
年
七
月
号
）
へ
の
発
表
は

仙
台
文
学
館
に
て
初
め
て
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
る
。

【
注
記
】

１

増
補
改
訂
版
『
全
集
』
の
「F

U
M
IE

〈
踏
絵
〉
」
の
説
明
に
発
行
年
は
「
大
正
八
年

二
月
～
同
年
七
月
」
と
な
っ
て
お
り
、
刊
行
冊
数
は
「
全
五
冊
」
と
あ
る
が
、
同
誌

を
確
認
で
き
な
い
た
め
、
こ
こ
で
は
増
補
改
訂
版
『
全
集
』
に
倣
い
「FU

M
IE

〈
踏

絵
〉」
第
四
輯
」
と
し
た
。

２

「
銅
鑼
」
八
号
に
は
刊
行
月
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
小
関
和
宏
「
詩
誌
『
銅
鑼
』



の
変
遷
」
（
『
日
本
の
詩
雑
誌
』
有
精
堂
、
一
九
九
五
年
五
月
）
で
は
十
一
月
と
推
定

さ
れ
て
い
る
。

「
体
温
表
」
は
二
人
の
作
者
が
同
じ
題
で
詩
を
書
き
、
表
の
形
式
で
掲
載
し
た
も
の
。

3
「
羽
子
板
」「
毒
薬
」
の
相
手
は
北
川
冬
彦
で
あ
る
。

佐
々
木
靖
章
「『
自
由
詩
人
』『
京
都
詩
人
』
目
次
と
解
題
」（
「
文
献
探
索
」
２
０
０

4
５
、
二
〇
〇
六
年
五
月
）
に
お
い
て
、
「
京
都
詩
人
」
創
刊
号
～
第
二
年
二
月
号
（
一

九
二
六
年
八
月
～
一
九
二
七
年
二
月
）
の
目
次
が
発
表
さ
れ
て
お
り
、
第
二
年
一
月

号
（
一
九
二
七
年
一
月
）
に
尾
形
亀
之
助
「
十
一
月
の
午
後
」
「
昼
の
花
」
が
確
認
さ

れ
る
。
佐
々
木
氏
は
扶
桑
書
房
主
人
か
ら
「
『
京
都
詩
人
』
４
冊
を
見
せ
ら
れ
」
、
「
そ

の
場
で
購
入
し
」
た
も
の
に
依
っ
て
、
目
次
の
発
表
に
至
っ
て
い
る
。

「
「
日
本
英
傑
伝
抄
と
野
村
君
」
と
私
（
日
本
英
傑
伝
抄
殿
村
く
ん
）
の
改
題
」
が
作

5
品
名
。

「
太
平
洋
詩
人
」
第
一
巻
第
一
号
（
一
九
二
六
年
五
月
）
に
は
「
汎
濫
」
（
赤
松
月

6
船
代
表
、
汎
濫
社
）
の
広
告
が
あ
り
、
発
刊
時
期
と
月
船
に
よ
る
刊
行
と
い
う
点
か

ら
照
合
し
、
「
氾
濫
」
は
「
汎
濫
」
の
誤
り
で
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
『
日
本

現
代
詩
辞
典
』
（
桜
楓
社
、
一
九
八
六
年
二
月
）
で
安
部
宙
之
介
が
担
当
し
て
い
る
赤

松
月
船
に
つ
い
て
の
記
述
の
中
で
は
「
氾
濫
」
と
な
っ
て
い
る
。『
現
代
詩
大
事
典
』

（
三
省
堂
、
二
〇
〇
八
年
二
月)

に
お
い
て
は
平
澤
信
一
が
赤
松
月
船
に
つ
い
て
「
「
朝
」

（
の
ち
「
氾
濫
」
と
改
題
）
を
主
催
」
と
書
い
て
い
る
。
「
氾
濫
」
、
「
汎
濫
」
と
も
に

探
し
出
せ
ず
、
調
査
の
途
中
で
あ
る
。

「
感
想
集
・
鯉
と
そ
の
著
者
に
つ
い
て
」
は
宮
崎
孝
政
の
詩
集
『
鯉
』（
鯉
発
行
所
、

7
一
九
二
九
年
九
月
）
の
刊
行
を
記
念
し
て
つ
く
ら
れ
た
文
集
。

『
全
集
』
で
は
「
詩
文
学
」
の
巻
号
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、『
現
代
詩
誌
総
覧
』

8
に
お
い
て
、
一
九
三
〇
年
二
月
が
創
刊
で
あ
る
こ
が
記
さ
れ
て
お
り
、
第
一
巻
第
一

号
の
目
次
は
未
詳
で
あ
る
が
、
同
巻
二
号
（
一
九
三
〇
年
三
月
）
の
目
次
が
確
認
で

き
る
た
め
、
こ
こ
で
は
一
巻
一
号
と
推
定
し
た
。

「
石
川
善
助
に
」
と
い
う
表
題
は
一
九
七
〇
年
版
『
全
集
』
収
録
時
に
編
者
（
草
野

9
心
平
・
秋
元
潔
）
に
よ
っ
て
付
さ
れ
た
も
の
。
本
来
は
「
鴉
射
亭
と
号
し
た
石
川
善

助
に
因
み
彼
の
没
後
遺
稿
と
友
人
感
想
を
あ
つ
め
て
鴉
射
亭
友
達
会
か
ら
刊
行
さ
れ

た
小
冊
子
」
に
「
友
人
感
想
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
も
の
。（
一
九
七
〇
年
版
『
全
集
』

編
注
）。

仙
台
文
学
館
編
『
尾
形
亀
之
助
展
―
そ
れ
か
ら
そ
の
次
へ
』
（
仙
台
文
学
館
、
二
〇

10
〇
〇
年
十
一
月
）
に
、
「
『
玄
土
』
の
編
集
者
三
浦
一
篤
氏
の
ご
子
息
か
ら
、
『
玄
土
』

関
係
資
料
を
一
括
ご
寄
贈
い
た
だ
い
た
な
か
に
、
尾
形
亀
之
助
の
名
が
付
さ
れ
た
原

稿
が
含
ま
れ
て
い
た
」
と
あ
り
、「
桐
畑
の
落
葉
」
は
そ
の
一
部
で
あ
る
。
し
か
し
「
「
桐

畑
の
落
葉
」
は
発
表
誌
不
明
」
の
ま
ま
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
目
録
末
部
に
置
い
た
。

仙
台
文
学
館
に
て
自
筆
原
稿
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
。

（
九
州
大
学
大
学
院
比
較
社
会
文
化
学
府
博
士
後
期
課
程
二
年
）
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